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第６章 高齢者福祉の推進 

１ 高齢者福祉サービス事業 

（１）在宅寝たきり高齢者介護手当支給事業 

■事業の概要 

介護保険制度で要介護４又は５と認定された方を在宅で常時介護している家族の

方に対して、介護手当を支給することにより、介護者の負担の軽減を図るもので

す。 

■実施状況 

 
2014年度 

（平成26） 

2015年度 

（平成27） 

2016年度 

（平成28） 

利用者数（人） 1,075 1,051 981 

▼ 

■目標・計画値 

 2018年度 2019年度 2020年度 

利用者数（人） 380 400 420 

■課題・実施の方針 

介護者・被介護者ともに市民税非課税世帯の介護者の方へ、介護手当を支給しま

す。市民税課税世帯の方への支給は、平成29年度で終了しました。 
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（２）高齢者日常生活用具給付事業 

■事業の概要 

おおむね65歳以上の一人暮らしの方などで、心身機能の低下に伴い、防火の配

慮が必要な方に対して自動消火器の給付を行っています。 

■実施状況 

 
2014年度 

（平成26） 

2015年度 

（平成27） 

2016年度 

（平成28） 

利用者数（人） 0 2 2 

▼ 

■目標・計画値 

 2018年度 2019年度 2020年度 

利用者数（人） 3 0 0 

■課題・実施の方針 

利用者が少ないため、事業の廃止を検討しています。 

 

 

（３）寝たきり老人等介護家族激励事業 

■事業の概要 

寝たきり高齢者等を日常的に介護している家族に対し、介護人の派遣を受けられ

る券を交付することにより、介護者の負担の軽減を図っています。 

■実施状況 

 
2014年度 

（平成26） 

2015年度 

（平成27） 

2016年度 

（平成28） 

利用者数（人） 5 4 3 

▼ 

■目標・計画値 

 2018年度 2019年度 2020年度 

利用者数（人） 7 7 7 

■課題・実施の方針 

利用者は多くない状況です。ショートステイの利用増加や小規模多機能型居宅介

護施設整備によると考えられます。継続することとしますが、今後実施方針を検

討していきます。  
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（４）外出支援事業 

■事業の概要 

65歳以上の車いす利用者又は寝たきりで一般の交通機関の利用が困難な方に対

して、移送用車両（福祉タクシー）の利用券を交付することにより、高齢者の通

院支援と家族の負担の軽減を図っています。 

また、足腰の衰え等がある方に、歩行の補助として使うシルバーカー（歩行補助 

車）を購入する費用の一部を助成しています。 

■実施状況 

外出支援事業 
2014年度 

（平成26） 

2015年度 

（平成27） 

2016年度 

（平成28） 

交付者数（人） 490 464 435 

利用延回数（回） 4,072 3,872 3,808 

 

シルバーカー購入費助成事業 
2014年度 

（平成26） 

2015年度 

（平成27） 

2016年度 

（平成28） 

交付者数（人） 315 266 191 

▼ 

■目標・計画値 

外出支援事業 2018年度 2019年度 2020年度 

交付者数（人） 480 500 520 

利用延回数（回） 4,000 4,200 4,400 

 

シルバーカー購入費助成事業 2018年度 2019年度 2020年度 

交付者数（人） 270 270 270 

■課題・実施の方針 

利用が微減の傾向にはありますが、高齢者の外出を支援する取組として今後も継

続します。 
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（５）軽度生活支援事業 

■事業の概要 

軽易な日常生活上の援助を行うことにより、在宅の一人暮らし高齢者等の自立し

た生活を可能にし、要介護状態への進行を予防しています。 

■実施状況 

 
2014年度 

（平成26） 

2015年度 

（平成27） 

2016年度 

（平成28） 

交付者数（人） 509 509 493 

利用延時間（時間） 12,257 11,903 11,463 

▼ 

■目標・計画値 

 2018年度 2019年度 2020年度 

交付者数（人） 580 580 580 

利用延時間（時間） 12,000 12,000 12,000 

■課題・実施の方針 

今後も継続し、在宅の一人暮らし高齢者等の自立した生活の継続と、要介護状態

への進行予防を図っていきます。 
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（６）訪問理美容サービス事業 

■事業の概要 

在宅で心身の障害等により、自ら理美容院を利用することが困難な高齢者に対し、

理容師又は美容師が高齢者宅を訪問し、理美容のサービスの提供を行うことによ

り衛生的な在宅生活の支援をしています。 

■実施状況 

 
2014年度 

（平成26） 

2015年度 

（平成27） 

2016年度 

（平成28） 

交付者数（人） 156 123 111 

利用延回数（回） 197 159 171 

▼ 

■目標・計画値 

 2018年度 2019年度 2020年度 

交付者数（人） 130 140 150 

利用延回数（回） 180 190 200 

■課題・実施の方針 

今後も継続し、理美容のサービスの提供で衛生的な在宅生活の支援をしていきま

す。 
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（７）高齢者ネットワーク事業（見守り推進員） 

■事業の概要 

一人暮らし高齢者や健康に何らかの不安がある虚弱高齢者等の安否確認を行うた

め、地域ごとに見守り推進員を設置し、民生委員等との連携により地域支援体制

の確立を図っています。 

■実施状況 

 
2014年度 

（平成26） 

2015年度 

（平成27） 

2016年度 

（平成28） 

見守り推進員数(人) 223 225 226 

対象高齢者数(人) 1,397 1,449 1,399 

延訪問日数(日) 67,056 69,552 67,152 

▼ 

■目標・計画値 

 2018年度 2019年度 2020年度 

見守り推進員数(人) 224 225 236 

対象高齢者数(人) 1,410 1,425 1,430 

延訪問日数(日) 67,680 68,400 68,640 

■課題・実施の方針 

今後も継続し、一人暮らし高齢者の安否確認を行いながら、民生委員等との連携

による地域支援体制づくりを推進します。 

さらに、平成30年度には、「スマートシティ構築トライアル事業」として、高

齢者と市外・県外在住の家族とのつながりを支援するため、ＩＣＴ（情報通信技

術）を活用して、「コミュニケーションロボットを活用したゆるやかな高齢者へ

の見守り支援事業」を実施します。 

これは、見守りロボットを使って、家族間で音声や画像等を送受信することによ

り、お互いの様子が分かり、一人暮らしの不安を解消するとともに、寂しさを和

らげ、住みやすさを実感し、安心と安全を確保するものです。 
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（８）緊急通報装置設事業 

■事業の概要 

心臓病等により健康上不安がある一人暮らし高齢者に対し、緊急通報システム機

器を貸与し、在宅生活が安心して送れるように支援しています。 

■実施状況 

 
2014年度 

（平成26） 

2015年度 

（平成27） 

2016年度 

（平成28） 

緊急通報装置 設置台数(台) 172 167 162 

▼ 

■目標・計画値 

 2018年度 2019年度 2020年度 

緊急通報装置 設置台数(台) 160 160 160 

■課題・実施の方針 

利用状況は伸びを示していませんが、今後も継続し、緊急通報の受信体制の見直

しや機器管理を徹底し需要に応じた体制を整備していきます。 

 

 

（９）ひまわり郵便事業 

■事業の概要 

80歳以上の見守りが必要な一人暮らし高齢者を対象に、市の福祉サービス等の

高齢者に役立つ情報を郵送し、高齢者の在宅生活に役立つように支援します。 

■実施状況 

 
2014年度 

（平成26） 

2015年度 

（平成27） 

2016年度 

（平成28） 

対象者数(人) 10,929 11,580 11,491 

▼ 

■目標・計画値 

 2018年度 2019年度 2020年度 

対象者数(人) 12,000 12,000 12,000 

■課題・実施の方針 

今後も継続します。 
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